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　2011年の福島第一原子力発電所事故によって大気中に放出された放射性物質の一部は、関東北部にも飛来

し沈着した。茨城県つくば市の気象研究所でも、原発事故直後から数年の間は、捕集した大気エアロゾルから

微量の放射性物質を検出している。原発事故直後は、福島からの直接輸送によって放射性物質が輸送されてい

たが、直接輸送の影響が少なくなった2013年においては、つくば周辺で一度沈着したCs-137が再飛散してい

たことが考えられる。 

 

　福島県浪江町では、夏季において生物起源のエアロゾルが飛散していることが知られていたが、走査型電子

顕微鏡（SEM）と光学顕微鏡の観察から、この生物起源のエアロゾルがキノコやカビのような菌・胞子が中心

であることが分かった。また現地で採取した試料をDNA分析すると、その多くが担子菌・子嚢菌の類であるこ

とから、これらの胞子がCs-137を大気中に供給しているものと考えられ、バイオエアロゾルが放射性物質の大

気再飛散に大きな寄与をもたらしていることが示唆された。 

 

　つくば市における大気エアロゾルも、これまではブラックカーボンのような炭素質エアロゾルが多く飛散し

ていたと考えられていたが、2013年のつくば市の大気試料をSEM分析及び光学顕微鏡観察を行うと、夏季に

バイオエアロゾルが飛散していることが分かった。この大気試料中に微量ながら放射性物質が検出されている

ことから、つくば市でもバイオエアロゾルが大気放射能の変動に寄与しているのか検討する。
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